
オセアニア州の指導にあたって　～他地域との結びつきを主題に

◆ 世界の諸地域 6 ◆

主
題　

:　

他
地
域
と
の
結
び
つ
き

時数 単元名 学習内容 主な学習項目 ページ

1 オセアニア州のあらまし
オセアニアの位置と広がり

地域区分，主な国々の名称と位置

オーストラリア大陸

ミクロネシア，ポリネシア，メラネシア
p.38

2
オセアニア州と他地域の

結びつき

植民地と先住民

白豪主義から多文化主義へ
アボリジニ，移民，白豪主義，多文化主義 p.39

3
オセアニア州とアジアの

結びつき

北を向くオーストラリア

日本との結びつき
石炭・鉄鉱石，農畜産物，観光 p.40

4 オセアニア州のまとめ
大きくとらえたオセアニア

他地域との結びつきからみたオセアニア

白地図上に主な地名や語句を整理する

追究したテーマについて文章でまとめる
p.41

　オセアニアの海域は太平洋全体の約半分におよび，
きわめて広大な地域であり，多様な環境・文化を有す
る側面と，日本を含むアジア諸国とのつながりを深め
つつある共通性を有する側面の二面を的確にとらえな
がら学習を進める必要がある。
「オセアニア州のあらまし」の項目では，４つの地域・
文化圏の分類とともに，多様な文化の存在に留意する
必要がある。知っている島を地図帳などで見つけ出す
課題が設定されているが，ミクロネシア，ポリネシア，
メラネシアの島々の特徴をわかりやすく説明して興味
を引くのもよい。「オセアニア州と地域の結びつき」
の項目では，オーストラリアの歴史を中心に，先住民
と移民の関係から多文化社会を考えさせたい。「オセ
アニアと日本の結びつき」の項目では，オーストラリ
アの豊富な資源と日本の鉱工業の現状とを結びつけて
考えるとともに，農畜産物と自然環境の関係にも留意
したい。観光面では日本のスキーリゾートへのオース
トラリア人観光客の急増などの話題から双方向の交流
を教材化することも有効であろう。

世界の諸地域について，以下の ア から カ の各州に
暮らす人々の生活の様子を的確に把握できる地理的
事象を取り上げ，それを基に主題を設けて，それぞ
れの州の地域的特色を理解させる。アアジア　イヨ
ーロッパ　ウアフリカ　エ北アメリカ　オ南アメリ
カ　カオセアニア

カオセアニア：＜主題例＞アジア諸国との結び付き
“なぜオセアニアは，ヨーロッパに代わってアジア
との結び付きが強まってきたのか”という問いを立
て，オーストラリアやニュージーランドの貿易品の
量・額の動向や輸出入の相手国，国内の資源開発や
各産業の生産額の推移，アジア諸国からの移民の受
け入れなどを追究すると，オーストラリアやニュー
ジーランドがアジア諸国と結び付きを強め，多文化
社会が進むオセアニアの人々の生活の様子が明らか
になり，オセアニアの地域的特色の理解につながる。

◦ワークシートの単元構成　≪想定する時間数 : 全体で 4 時間≫

◦『学習指導要領解説』の抜粋 ◦指導上の留意点

オセアニア州の指導にあたって― 37



オセアニア州　①

オセアニア州の
あらまし

地図帳を使って，オセアニ

ア州の広がりや地域区分，

国名や島の名前などを調

べてみよう。

オセアニア州は，赤道と日付変
へん

更
こう

線の
交差する地域を中心とした広い太平洋と
オーストラリア大陸，パプアニューギニ
ア，ニュージーランドからなる地域です。
オーストラリア，パプアニューギニア，
ニュージーランドをのぞけば，そのほと
んどがさんご礁

しょう

や火山島からなる，小さ
な島々です。たいへん広いオセアニア州
は，日付変更線の東側で，ニュージーラ
ンドをふくむポリネシア，日付変更線の
西側で赤道の北側に広がるミクロネシア
と赤道の南側に広がるメラネシアおよび
オーストラリア大陸に分けられます。地
図で調べてみると，ミクロネシアの北ど

なりは日本であることがわかります。
オセアニア州はオーストラリアの大

陸，たくさんの島々が点在する太平洋と，
豊かな自然が広がっています。気候をみ
ると，ニューギニア島や赤道付近の島々
は熱帯，オーストラリア大陸の大部分は
乾
かん

燥
そう

帯，そして大陸東部からニュージー
ランドは温帯となっています。オセアニ
ア州の人々は，もとから住んでいた先住
民のほかに，新しい土地を求めて移住し
てきたヨーロッパの人々などさまざま
で，多種多様な文化が発展しました。ま
た，オーストラリア大陸を中心に，豊富
な地下資源にめぐまれています。

オセアニア州①― 38

◦学習のねらい◦

右の地図ⅠのＡ～Ｄにあては

まる地域名を記入しよう。

右の地図Ⅱで，赤道を赤，日

付変更線を青でなぞってみよう。

右の地図Ⅱの①～⑤の国名を

記入してみよう。

地図帳や教科書を使って，知っている島をみつけ出し，名前を書き出してみよう。

課題 1

課題 2

課題 3

課題 4

①

②  

③

④

⑤

A

B  

C

D
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（「Year Book Australia」より）

オセアニア州②― 39

オーストラリアの歴史を

学びながら，多文化社会

を目ざすようになった理

由を考えてみよう。

オーストラリアには，もともと先住民
のアボリジニの人々が住み，狩

しゅ

猟
りょう

や採集
をしながら暮らしていました。18 世紀
の終わりにイギリス人の移民が多数入植
し，それ以来さまざまな国からきた移民
やその子孫たちによって開

かい

拓
たく

が進み，広
大な土地を利用した牧畜業や農業が発展
しました。また，19 世紀中ごろには金
が発見され，ゴールドラッシュをもたら
しました。アボリジニは土地を追われた
り，白人の持ちこんだ病気に感染するな
どして人口が減少し，20 世紀はじめこ
ろまでには，10分の１までになりました。

金鉱で働く労働者として多くの中国人
が移民したり，さとうきび畑の労働者と
してメラネシアの人々や，真

しん

珠
じゅ

を採集す
る日本人などアジア系の労働者が増えて

くると，イギリス系の移民とアジア系の
移民とのあいだでいさかいが起こるよう
になります。そこで，20 世紀に入って
まもなく，オーストラリア政府は，白人
以外の移民をしめだす白豪主義政策をと
るようになりました。

しかし，第二次世界大戦後，オースト
ラリアでは経済の発展をはかるため，英
語圏

けん

以外のヨーロッパ人や西アジアなど
アジアの広い地域からの移民を受け入れ
るようになり，異なる言葉や文化をもつ
移民の人々が暮らすうえで，不利になら
ない社会をつくろうとする「多文化主義」
を国の新しい方針としました。なかでも，
地理的な位置から，アジアとの関係を深
めようとしています。

◦学習のねらい◦

右の地図のａ～ｃにあてはまる自然地名を記入しよう。

右の円グラフは，1961～65年と1992～96年のオーストラリアへ移住してきた人々の出身国を示してい

ます。どのような変化がみられるか，気がついたことをまとめてみよう。

オーストラリアが，アジアの国々との関係を深めようとしている理由を考えてみよう。

オーストラリアが，多文化主義をとるようになった理由を考えてみよう。

課題 1

課題 2

課題 4

課題 3

オセアニア州　②

オセアニア州と
他地域の結びつき

a 山脈

b 盆地

c 砂漠

o-38-a.eps

a

b

c

o-38-b.eps

1961～
65 年

1992～
96 年

アメリカ合衆国 1.2

（西ドイツ）3.1 ベトナム4.7フィリピン

ポーランド1.2

（ユーゴスラビア） （ホンコン）

中国

オランダ2.3

その他
18.3

その他
55.2

イギリス
46.4％

イタリア
11.7

ギリシャ
11.4

イギリス・アイルランド

ニュージーランド
12.2％

11.0

6.34.4
6.1

4.7
4.5



o-39-b.eps

「貿易統計年鑑」より

1965 年
127 億ドル

1975 年
223 億ドル

1985 年
461 億ドル

2006 年
2560 億ドル

西ドイツ ニュージーランド3.7

4.5

4.7

5.3 4.7 4.4

イギリス
22.1％

アメリカ合衆国
17.4

日本
12.8

その他
39.5

日本
26.5％

アメリカ合衆国
14.7

イギリス
8.5

その他
43.5

日本
25.4％

アメリカ合衆国
16.5

その他
43.7

日本
14.6％

中国
13.5

アメリカ
合衆国
10.2

その他
49.7

韓国 3.6 ニュージーランド2.6
ドイツ2.6

シンガポール3.2

ソビエト連邦 2.1西ドイツ

ニュージーランドイギリス

西ドイツ

o-39-a.eps
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オセアニア州③― 40

オーストラリアやオセア

ニアの豊富な資源と貿易，

観光などを通して，日本と

のつながりをみてみよう。

イギリス系の白人移民を中心とした
オーストラリアは，これまでみたよう
に「白

はく

豪
ごう

主義」をとってきましたが，第
二次世界大戦後は経済を活発にさせるた
め，労働力の不足を補う目的で，東ヨー
ロッパや西アジアなどの英語圏以外の地
域からの移民を数多く受け入れ，その結
果「多文化主義」に変化してきました。
特に，1970 年代に入ると，重要なパー
トナーであったイギリスがヨーロッパ諸
国との結びつきを強めるなか，オースト
ラリアは太平洋地域の国として，アメリ
カや日本，そして他のアジアの国々との
関係を深めていきました。

オーストラリア大陸からは，石炭，鉄

鉱石，金，ボーキサイト，ウランなど豊
富な資源が採

さい

掘
くつ

され，重要な輸出品にな
っています。また，広大な草原を利用し
た羊の牧

ぼく

畜
ちく

や小麦栽
さい

培
ばい

など，農畜産物の
生産もさかんです。こうしたオーストラ
リア大陸の大自然はもちろん，太平洋の
島々では豊かな海洋資源，特に観光がさ
かんで，資源の少ないオセアニアの多く
の地域では，観光開発が期待されていま
す。このようなオーストラリア，オセア
ニア地域と日本は海を通じて隣

となり

同士の関
係にあり，資源の貿易がさかんに行われ
ています。近年，日本からこれらの地域
への観光客も増え，交流がさかんに行わ
れるようになりました。

◦学習のねらい◦

（「日本国勢図会　2009/10 年版」より）

右の図は，オーストラリアで採掘され

る鉱産物を示しています。図中の記号Ａ，Ｂ

はそれぞれ何か，地図帳などを使って調べて

みよう。

課題 1

オセアニア州　③

オセアニア州と
アジアの結びつき

A

B  

右の表は，日本とオーストラリアとの

主な貿易品目（2008 年）を示しています。

輸出品と輸入品を比べたとき，どのような特

色が見られるか，下にまとめてみよう。

右のグラフは，オーストラリアの貿易

相手国の変化を示しています。どのようなこ

とが分かるか，下にまとめてみよう。

課題 2

課題 3

品　目 ％

自動車 44.3

機械類 20.6

石油製品 11.3

鉄鋼 4.3

タイヤ・チューブ 2.5

品　目 ％

石炭 39.2

液化天然ガス 14.9

鉄鉱石 14.7

肉類 4.1

アルミニウム 3.7

オーストラリアからの輸入オーストラリアへの輸出
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オセアニア州④― 41

オセアニア州　④

オセアニア州の
まとめ

地図帳を使って，白地図

上に語句や地名を記入し，

オセアニア州についてま

とめよう。

オセアニアは，オーストラリア大陸，
ニュージーランド，そしてさまざまな
島々から成り立っています。島々が点在
する地域は，ミクロネシア，メラネシア，
ポリネシアに区分されます。アメリカ合
衆国の一州であるハワイもポリネシアに
属します。この地域は世界じゅうから観
光客が多数おとずれます。

オセアニアの代表的な国であるオース
トラリアをみてみましょう。歴史では，
まず先住民のアボリジニがおり，18 世
紀になってイギリス人が移住し始めまし
た。それ以来，移民が増え，一時期は多
数派の白人によって白

はく

豪
ごう

主義政策がとら

れましたが，1970 年代になり方針が変
わり，アジアなどから積極的に移民を受
け入れるようになりました。「多文化主
義」はその方針を表した言葉です。農業
では，牛や羊の放牧やさとうきび栽

さい

培
ばい

が
行われています。内陸部は非常に乾

かん

燥
そう

し
ているので，農業には適しません。工業
では，鉱産資源が豊富です。グレートデ
ィバイディング山脈がある東部では石炭
が，ピルバラ地区がある西部では鉄鉱石
が産出され，大規模な露

ろ

天
てん

掘
ぼ

りが特
とく

徴
ちょう

的です。日本はこれら鉱産資源の主な輸
出先です。

◦学習のねらい◦

右の地図のａ～ｄの地形，ア，イの鉱産資源を書き

こんでみよう。

オーストラリアの社会は，どのように変化してきたか，次の文章の空欄に適する語句を記入してみよう。

課題 1

課題 3

a b

c d

ア イ

太平洋の島々の自然や暮らしの特徴について，教科書や地図帳から読み取れることを下にまとめてみよう。

オセアニア州は，どのような地域から成り立っているか，下の空欄にまとめてみよう。

課題 4

課題 2

・オーストラリアには，もともと先住民の（　　　　　　　　）の人々が狩猟や採集をしながら暮らしていた。
・しかし，18世紀の終わりに，（　　　　　　　）からの移民の入植で土地を追われたり，外から持ちこまれ

た病気に感染するなどして人口が減少した。
・オーストラリアでは，第二次世界大戦まで，白人以外の移民をしめ出す（　　　　　　　）政策をとってき

たが，1970年代以降はアジアからの移民も受け入れるようになり，現在では（　　　　　　　）主義を方
針としている。

・オーストラリアは貿易でもアメリカ合衆国やアジア各国との結びつきを強め，（　　　　　　　），中国，韓
国が輸出相手国の上位をしめている。




